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今
年
は
、
東
北
被
災
地
へ
の
支
援
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
夏
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
19
日
に
は
、
南
島
原
市
出
発
の
４
人

を
含
む
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
19
人
を
乗
せ
、

「
ご
恩
返
し
号
」が
出
発
。
20
日
か
ら
３
日
間
、

現
地
で
ご
み
の
撤
去
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

８
月
27
日
か
ら
29
日
に
は
、
半
島
３
市
と

関
東
在
住
の
半
島
出
身
者
が
、
合
同
で
東
北

３
県
の
炊
き
出
し
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
南

島
原
市
か
ら
は
名
物「
島
原
手
延
そ
う
め
ん
」

の
そ
う
め
ん
流
し
を
実
施
す
る
な
ど
、
各
市

の
名
物
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
27
日
と
28
日
、
南
島
原
市
が

重
点
支
援
を
行
っ
て
い
る
宮
城
県
南
三
陸
町

の
仮
設
住
宅
と
「
福
興
市
」（
復
興
を
目
的

と
し
た
市
場
）
で
も
そ
う
め
ん
を
提
供
。
そ

う
め
ん
９
０
０
食
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
な

く
な
る
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
有
家
町
の
新
切
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

は
、「
み
ん
な
空
の
下
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

独
自
に
展
開
。
南
三
陸
町
の
伊
里
前
小
学
校

な
ど
に
義
援
金
や
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
入
り
プ
ラ
ン
タ
ー
、
育
て
た
ひ
ま
わ
り

の
苗
な
ど
を
届
け
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に

先
駆
け
て
、
８
月
19
日
に
は
ひ
ま
わ
り
の
種

を
結
ん
だ
風
船
６
０
０
個
を
大
空
へ
放
ち
、

被
災
地
の
復
興
を
願
い
ま
し
た
。

　

市
は
、
義
援
金
や
物
的
支
援
の
ほ
か
、
南

三
陸
町
へ
の
長
期
派
遣
１
人
を
含
め
た
各
地

へ
の
職
員
派
遣
な
ど
、
積
極
的
に
支
援
。
息

の
長
い
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

復
興
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
上

に
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
市
民
一

人
ひ
と
り
の
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

８
月
16
日
、「
活
き
生
き
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
ふ
つ
」
が
、

布
津
こ
ん
ぴ
ら
公
園
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
ラ
ム
ネ
の

早
飲
み
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
途
中
か

ら
あ
い
に
く
の
雨
。

布
津
の「
世
紀
の
泉
」

に
会
場
を
移
し
、
各

地
の
太
鼓
チ
ー
ム
の

演
奏
な
ど
を
、
大
い

に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
雨
も
止

み
、
花
火
も
実
施
。

大
輪
の
花
火
が
夜
空

を
彩
り
ま
し
た
。

　

８
月
16
日
、
前
浜
海
水
浴
場
で
か
づ
さ
花
火
大

会
が
行
わ
れ
、
花
火
１
５
０
０
発
が
打
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
震
災
追
悼
の
意
味
合
い
も

込
め
て
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夜
空
を
覆
う
ほ
ど
の
花

火
に
観
客
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
20
日
、
あ
り
え
浜
ん
こ
ら
祭
が
、

マ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ
り
え
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

夜
の
部
は
、こ
れ
ま
で
の
精
霊
燈
２
，４

０
０
個
に
加
え
、
ち
ょ
う
ち
ん
を
10
段
重

ね
で
飾
る「
感
謝
燈
」、「
尊
敬
燈
」を
宝
く

じ
の
助
成
で
作
成
。ち
ょ
う
ち
ん
が
一
斉

に
と
も
る
と
、歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。　

　

続
い
て
、
市
を
訪
問
中
の
被
災
地
の
中

学
生
ら
が
担
ぐ
「
精
霊
燈
」
が
入
場
。そ
の

後
、
先
祖
を
送
り
出
す
「
南
島
原
ふ
る
里

丸
」、震
災
の
復
興
と
犠
牲
者
の
鎮
魂
を
願

っ
て
作
ら
れ
た「
東
北
丸
」が
、
そ
れ
ぞ
れ

入
場
し
ま
し
た
。特
に
、復
興
を
願
う
市
民

ら
の
ひ
と
き
わ
大
き
な
拍
手
が
、「
東
北

丸
」に
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

精
霊
船
が
海
に
浮
か
べ
ら
れ
る
と
花
火

が
開
始
。
参
加
者
は
、
精
霊
燈
と
花
火
の

競
演
を
、
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　動物愛護週間に併せ、長崎県と
島原支部獣医師会が主催する長寿
犬の表彰で、北有馬町在住の飛永
茂さんの飼い犬「ラッキー」（19
歳。人間年齢に換算すると 96 歳）
が長寿犬として表彰されました。
　おめでとうございました。

布
津
の
お
盆
を
堪
能

〜 

活
き
生
き
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
ふ
つ 

８
月
16
日 

〜

夜
空
を
彩
る
大
輪
の
花
火

〜 

か
づ
さ
花
火
大
会 

８
月
16
日 

〜

鎮
魂
の
想
い
を
と
も
す

〜 
あ
り
え
浜
ん
こ
ら
祭 

８
月
20
日 

〜

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
。

山
室　

チ
ヨ
さ
ん（
西
有
家
町
）

明
治
44
年
８
月
15
日
生
ま
れ

100歳おめでとうございます
 ～ いつまでもお元気で ～

ラッキーが長寿犬表彰！
「
ラ
ッ
キ
ー
は
家
族
の
一
員
。
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
い
。

長
生
き
の
秘
訣
は
、
予
防
注
射
な
ど
、
家
族
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
を

ち
ゃ
ん
と
や
る
こ
と
か
な
」
と
飛
永
さ
ん
。 ↑

恒
例
と
な
っ
た
春
ち
ゃ
ん

　
の
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー

①風船を空へ放つ新切小学
校の子どもたち。藤原市長
も急きょ参加しました。 　
②贈られたプランターに、
苗を植える伊里前小学校の
児童ら ③半島会の炊き出し
支援は、被災者の心癒やさ
れるひとときとなりました。 
④福興市。ワカメの「めかぶ」
の入った島原手延そうめん
のあまりのおいしさに、「コ
レなに？」と驚く人が続出。 
⑤ご恩返し号が南島原市に
到着。皆さんお疲れ様でした。
⑥永門副市長も南三陸町を
訪れ、佐藤町長に支援物資
の目録を手渡しました。

広　告

①九州でも珍しい直径500メートルの２尺玉の花火は圧巻。空を覆い尽くす花火に多くの観客が酔いしれ
ました。 ②恒例の有中ソーラン節。勇壮な姿は今年も健在 ③昼の部のメイン、ビーチバレーボール大会 
④魚のつかみ取り。会場は、笑顔あふれる１日となりました。

「感謝燈」「尊敬燈」（三角写真右）
は、自治総合センターの宝くじ
事業の助成金をいただき、製作
されました。
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東
北
か
ら
、
市
内
の
各
小
中
学
校
に
、
お
礼

の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
５
月
下
旬
に
南
島
原
市
か
ら
送
っ

た
「
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ
！
支
援
レ
タ
ー
」
へ

の
返
事
で
す
。

被
災
地
か
ら
お
礼
の
手
紙

深江中学校では、８月19日の登校
日に手紙が渡され、震災について、
あらためて考えました。中には文
通を希望する手紙もあり、今後の
交流が期待されます。


